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会長挨拶

　皆様，こんにちは。公衆衛生部理事の土肥範勝です。まず初めに公衆衛生部の活動に対する皆

様のご理解とご協力に心より感謝申し上げます。今回はデータも示しながら歯科が抱える2040年

問題について共有できればと思います。

　日本では2040年に向けて団塊ジュニア世代が65歳に達し，急激な超高齢社会になると予測さ

れ，都市部に先行してまず中山間地域から医療資源不足に深刻な影響が出ることが分かっていま

す。この頃には日本の総人口のうち約35%が65歳以上になると言われ，生産年齢人口（15歳から

64歳まで）も少子化の影響から大幅に減少し，どの業種においても労働力の確保が困難になりま

す。今以上に歯科医療従事者の確保に悪影響を与えることは言うまでもありません。特に中山間

地域は若年層の都市部への流出が顕著で，人材確保という意味では都市部よりさらに深刻です。

厚生労働省や日本歯科医師会のデータによりますと，近年，歯科診療所の数は全国的に減少傾向

にあり，中山間地域では特にその傾向が著明で，事業承継や新たな開業が進んでいないのが現状

です。2019年のデータでは，全国の歯科医師の平均年齢は約50歳に達しており，今後さらに高齢

化が進むことが予想されています。歯止めをかけるには地区歯科医師会の現状に耳を傾けながら

中長期的な視点に立って今から県レベルで活動していく必要があります。

　また，歯科診療所や歯科医療従事者の減少により，中山間地域の歯科医療サービスの低下も懸

念されています。医療機関の減少に伴って，通院に長距離移動が必要なケースが増加し，診療待

ち時間が長くなることがそれに該当します。特に高齢者や身体的に移動が困難な患者にとっては

この問題は深刻です。また，医療の発展により一般開業医では対応できない重症の有病者患者が

増加し，二次医療機関への紹介患者の治療待機時間が長期化していることも問題となっていま

す。口腔内の感染症が全身疾患のリスクを高めることは皆様ご存じの通りで，適切なタイミング

で歯科治療を受けられない患者が増えることは，全身の健康にも悪影響を及ぼすこととなります。

　2040年問題に伴う中山間地域の歯科医療の問題は多岐にわたり，これらの問題を解決するため

には，地域の特性に応じた医療資源の配分や，遠隔医療の導入，若手医療従事者の育成・確保な

どの対策が求められます。今後も公衆衛生部のみならず，他の部署や行政とも強力に連携し，こ

れらの問題に対応していく所存です。皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　「中山間地域における
　　　　歯科医療の2040年問題」
　　　　　  一般社団法人 岡山県歯科医師会

　　　　　　　 　　　　　理事　土　肥　範　勝
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地区連絡協議会（本会・連盟合同）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時：令和６年７月25日㈭　20：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所：岡山県歯科医師会館　２階　もも丸ホール

１.挨　拶
　岡山県歯科医師会　　会長　　西岡　宏樹
　私の方からは２点だけお伝えしてご挨拶に代えたいと思います。
　先の代議員会で「本会と連盟のあり方検討委員会」の設置と委員の人選を代議員会
正副議長にお願いしました。代議員である事，本会と連盟の役員ではない事，その２
点を人選を条件に選任をお願いしました。後程ご報告を頂きたいと思っております。
　今の歯科界は，様々な課題を抱えつつもそれを克服できない閉塞感，停滞感に覆われています。我々
もついそんな鬱

うつうつ

々とした空気に流されがちですが，何事も日歯任せではなく都道府県歯科医師会が主体
性と組織力を持ちモノ言う歯科医師会として，日本歯科医師会を支えるという気概を持って臨まなけれ
ばなりません。そのためにも本会と連盟の一体化，会員のマインドの一体化を図って参りたい，と思っ
ております。それが一点目です。
　二点目は日学歯です。学校歯科医の果たす役割，担う役割というのは歯科保健教育，歯科保健活動，
そして歯科保健に関する組織活動の３つに跨っています。それぞれの領域に於いて学校歯科医の果たす
べき役割，責務というものをしっかりとご理解頂き，自覚と使命感を持って学校歯科保健活動に臨んで
頂きたい。そのために学校歯科医に名を連ねている先生方には是非とも日学歯に入会し共に研鑽をして
頂きたい。後程公衆衛生部の方からお願いがあろうかと思います。
　我々執行部も残すところ一年を切りました。まだまだ緒に就いたばかりの事業もたくさんあります
が，一歩一歩気を抜くことなく進めていきたいと思っておりますので先生方のさらなるご理解とお力添
えを切にお願い申し上げまして開会のご挨拶といたします。ありがとうございます。本日はどうぞよろ
しくお願いいたします。

　岡山県歯科医師連盟　　会長　　小見山　信
　今回は初めての試みで地区連絡協議会に連盟の３役が参加させていただいておりま
す。連盟と本会の一体化という西岡執行部の意思表示であるとご理解いただきたいと
ともになぜこの時期に連盟がここに参列をしているのかと言う事でございます。１年
後に控えた参議院選挙がそんな簡単なものではなく厳しいもので有る事をご理解頂きたい。机上配布の
資料，参議院通常選挙の比例公認候補者第一次公認で比嘉先生８番目に名前があると思います。第一次
公認がこの時期に得られること自体が今までの連盟の選挙活動の中では順調極まりなく進んでいる。で
あればこのまま上位当選が出来るのか，というと中央の政治の混迷，そして裏金問題等の自民党の混迷
を考えた時にどうなるか分からない局面での選挙戦になる一年になります。ですから高い危機感を持っ
ております。後程理事長から地区長の先生方に度々お願いさせて頂くと思いますのでご理解を頂きたい
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と思います。
　まだ多分皆さんには比嘉さんの顔が見えてないんだろうな，と思います。今後１年間は比嘉さんを理
解してもらう，比嘉奈津美先生が中央でどういう活動をしていろんな方向性から先生方にもお伝えした
い。今，参議院の厚労委員長ですから自分で質問をしてどうのこうのという立場にいない訳で山田先生
の方の質問が目立ってはいますが，やはり中央でかなり活躍してくれて骨太の方針含め診療報酬改定含
め非常に活躍していることは自明です。西岡会長ともいつも話すのですが，押しの山田と温厚に見える
芯のある比嘉のコンビ，過去最大級のコンビではないかという話をしておりますので県歯連盟としても
全力で頑張って参りますがやはりそこには地区の，特に会長先生のお力添えが絶対に欠かせません。特
段のご理解，ご協力宜しくお願いいたします。１年間よろしくお願いいたします。

２.報　告
　⑴　会務報告
　　　情報管理部　久門田理事

・各地区会長に災害時等の伝達手段としてLINEWORKSへの登録をお願いしたい。
・各地区におけるイベント開催時は本会のX（旧Twitter）で情報の発信をしていきたいのでイベ
ント開催時は本会までお知らせ願いたい。

　　　公衆衛生部　土肥理事
・学校歯科医への日学歯入会お願い。県歯を通して申し込むので事務局に申し出て頂きたい。

　　　医療管理部　野崎理事
・リアルタイム法律相談　本会と顧問契約をしている森脇弁護士の協力の元開設。トラブル発生
時に会員がリアルタイムで直接相談可能となっている。トラブル発生時は必ず本会事務局にも
連絡を頂きたい。

　　　医療管理部　本多理事
・歯科衛生士復職マッチング　７月に入って医院見学，面接が１名出て採用が決まる。まだまだ
登録が少ないが，歯科衛生士の皆さんへの広報は岡山県歯科衛生士会にも協力を頂きながら進
めたい。常に新しい求人を出すため，掲載開始から６か月を経過すると自動的に掲載終了とな
るので再度の登録をお願いしたい。

　　　医事処理委員会　小見山副会長
・医療事故があった場合，医師賠償保険を使った支払いができるが，保険で支払いが出来ること
をその場で患者さんに伝えたりしない事。歯科医師会医事処理委員会と保険会社に詳細を確か
めた上で進めたいので医療事故にかかわる話は必ず本会に報告をお願いしたい。

　　　社会保険部　後藤理事
・診療報酬改定後講習会を各地区で実施，多くの先生方に出席いただいている。
・保険請求の手引（紫本）を作成した。ぜひ活用していただきたい。
・ベースアップ評価料施設基準の届出のお願い。
・医療DX加算，当初よりもハードルは低くなっており届出を検討いただきたい。

県歯報告
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　　　歯科医師連盟　清水理事長
比嘉奈津美後援会，岡山県後援会入会のお願い。自民党の風当たりが強い次の選挙の時は比
例で名を連ねている候補は上位でないと当選は難しい。来年の夏に向けご協力をお願いしたい。

　　　歯科医師連盟　小見山会長
比嘉奈津美後援会まだまだ数が足りない。個人名での得票がいかに伸びるか。比嘉先生は歯
科医師の票しか持っていない。ご協力頂きたい。

　　　岡山高等歯科衛生専門学院　黒木教務部長
10月６日より学院の入試が実施される。周りの方で歯科衛生士に興味があるお子さんがおら
れたらお薦めしていただきたい。
学院運営等々気の付いた点があれば意見をお聞きしたい。

　⑵　その他
　　　「本会と連盟のあり方」検討委員会　大上代議員会議長

本会と連盟のあり方を検討する委員会を設置する事が賛同を得られたので平副議長と共に人選
を行った。第一回目の会議は８月６日に行う予定。目安として年内に提言をまとめたい。

３.協　議
　⑴　BCPについて　以下の事を確認した。

災害対策本部の設置　大規模災害時の初動体制　緊急通行車両の登録
教育・訓練　備蓄品リスト
〈BCPについての質疑〉
（情報提供）　倉敷市歯科医師会　大森会長
倉敷市歯科医師会は倉敷市から市のLINEWORKSのグループに入って情報のやり取りをす
る提案を頂いた。

（質問）　岡山市歯科医師会　熊代副会長
海沿いの地区は災害時に橋が落ちたら物資が届かない。備蓄物資の中にゴムボートがあれば
どうか？

（回答）　南専務理事
ボートに関しては検討したが航行距離と保管場所の点から見送ります。

（質問）　岡山市歯科医師会　熊代副会長
以前に「家族の絆プロジェクト」という事業があったが最近その事業の経過についての説明
がない。これは医療DXが進んだおかげで役割を果たしたからなのかその辺の説明をお聞きし
たい。患者に聞かれてどう答えればよろしいか？示して頂きたい。

（回答）　南専務理事
今県歯が持っているデータベースが13,000人。照合のデータベースとしては数が少なすぎ
る。そんな中，国がカルテ情報を元にある程度の身元確認をする事業について言及しておりそ
ちらに行けば，と思う。ただ，最終的には個人のカルテと照合が必要となる。今ここで止める
と明言は避けたいと思う。検討させて頂きたい。

県歯報告
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　⑵　地区歯科医師会からの協議事項について
　　①　浅口歯科医師会　枝木会長

抗生物質の薬剤の安定的購入先について
薬品問屋に抗生物質の注文をしても在庫切れでいつ入荷するか分からな
い，ケフラール１箱とジェネリック１箱しか売れないといわれ困っている。

（回答）　社会保険部　佐伯理事
薬剤供給不足に関しては大きな問題と受け止めている。医師会，薬剤師会と共に早期解決に
向け各方面に意見を伝えている。個別の対応としてどうしても必要である場合は処方箋で対応
していただくようにお願いしたい。

（質問）　浅口歯科医師会　枝木会長
BCPの薬剤の備蓄の所にクラリスがあるが，選んだ理由を教えて頂きたい。

（回答）　南専務理事
特にない。その時に手に入るものを購入する。今年１月に能登に派遣するときにはクラリス
が手に入った。実際には移動薬局で対応できたと聞いている。

　　②　浅口歯科医師会　枝木会長
医療機関，社会福祉施設等物価高騰対策臨時支援金の各地区での交付実績について
６月の代議員会で令和４年度地方創生臨時交付金調査集計結果の情報を県歯から頂きすぐ
に，町長と市長に談判し浅口歯科医師会会員の先生は全員50万円貰う事が出来た。また各地区
の結果を教えて欲しい。

（回答）　南専務理事
この交付金は市町村予算とは違う。あくまで国からの交付金です。市町村に手続きしてもら
わなくてはならない。そのためには市町村長とのコンタクトが必要だ。普段からある程度の関
係は継続してゆく必要がある。それを知って頂くためにこういう制度があることを地区歯科医
師会に下ろさせて頂いた。
黙っていて下りてくるお金ではない。もらえるお金は是非貰って頂きたいと考えている。各
地区の交付実績についての資料は確かに交渉資料になろうかと思います。他の地区の先生方の
協力も必要だろうと思うが出来る限り調査はさせて頂きたい。

浅口歯科医師会　枝木会長
各市町村ごとでどうなっているか，令和４年度と同じ様な形で纏めたものを作って頂いて資
料で頂ければ次の交渉の時有効に使えると思うのでお願いしたい。私が市長の所に行って交渉
した時でも決していい感触ではなかったが，交付金を頂けた。皆さんもだめで元々でいいから
交渉して結果を見るというスタンスの方がいいのではないか。医科も病院も歯科も介護施設も
支給されている。

県歯報告
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小見山副会長
所謂連盟マターではないかと思う。地区の首長含めた地区との連携，医師会薬剤師会との連
携も重要になってくると思いますが，県は県として行政と折衝して行く。

　　③　浅口歯科医師会　枝木会長
マイナンバーカード関連（紙の保険証廃止・お薬手帳の優位性・受け付けでの手間）に対し
ての各地区歯科医師会，県歯の意見について聞きたい。
マイナンバーカードの薬の情報はタイムラグが有り直近情報が入ってない。お薬手帳なら昨
日，今日の情報も分かり便利である。各地区歯科医師会会員の意見とそれを集約した県歯の意
見とそれに沿った行動を起こしているのかも聞きたい。訴えていく，見守る以外に歯科医師会
として反対する方法は無いのでしょうか？

（回答）　西岡会長
我々は決してマイナ保険証に反対をしている訳ではない。マイナ保険証は時代の流れであり
医療DXの流れには適っているが時期尚早ではないか。何故ここまで拙速に保険証を廃止しな
ければならないか，と言う事に拘っている。併用しながらマイナ保険証の利用率が上がってか
ら廃止の議論をすればよいのでは，と厚労省にも申し上げている。山田先生に意見書を出した
ので是非とも議論の俎上に載せてもらいたい。我々としては保険証の廃止には最後まで抗うつ
もりでいる。

　　④　瀬戸内市歯科医師会　大西会長
歯科衛生学院の定員割れ対策について
地区会でも広く会員に意見を聞いて見た所，対策すべき点として挙がった
のが，福利厚生（食堂，売店，フリースペース）視聴覚設備が充実度DX化（ペ
ーパーレス化）低い，単科のためほぼ女性に偏る，学校の認知度低い，制服が煩わしい等　他
校と比較して課題点も見つかった。
一方歯科技工学院（岡山市歯科医師会運営）も数年定員割れが続き，毎回県歯代議員会でも
窮状が報告されているので，西岡執行部がこの状況を打破するのでしたら，通学が困難な立地
も解消できるため両校の統合を見据えて近隣地に移転計画を考慮すべき時期に来ているのでは
ないのでしょうか？（中島前会長が以前も提案された事項です）

（回答）　黒木教務部長
先ず，本会，広報部にお願いして学校の認知度を上げようとしているが難しい所もある。制
服については制服があった方が良いという意見を聞く。オープンスクールで実施するアンケー
トの内容についても検討していきたい。設備に関しては本会から設備をお借りしており学院が
どうこう言える立場にない。
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（回答）　西岡会長
学生に出来るだけ良い環境で学んで貰いたいという思いはある。ただスペースも限られてお
り，なかなか他の２校の真似はできないし，また真似をする必要もない。
将来的に衛生学院と技工学院が一つの所に集まるのは理想的で，大きなメリットがある反面
難しい点もある。
「学院の校則が厳しすぎる」という意見もあるが社会においてより高い倫理観，道徳観を持
った医療人を育てる訳ですからある程度は厳しい校則を通して自主自律の精神を身に着ける事
も大事だと思う。学院のよき伝統は踏襲しながら悪しき因習は打破していく。
学生とディスカッションして話を聞きながら改めるべきところは改めていきたい。

岡山市歯科医師会　横山会長
技工学院の現状は一学年定員が20名。２年生が７名，１年生が15名。損益分岐点が15名で１
年生はギリギリキープできている。先日，県歯の計らいで技工学院のオープンキャンパス・仕
事体験会のチラシを県下会員の先生方に配布した。募集が好調で昨年の最終締め切りの３倍の
30名を超えている。県外の技工士学校が無い県からも提携の問い合わせが来ている。困った時
は相談させて頂くので温かく見守ってご協力いただければと思う。

浅口歯科医師会　枝木会長
根本的な原因は衛生士，技工士の給料が安い事だが難しい点もある。歯科技工学院と統合と
いう話があったが歯科衛生学院は岡山県歯科医師会，歯科技工学院は岡山市歯科医師会が運
営。経営の母体が違うのを統合するのは難しい。

　⑶　その他
都窪歯科医師会　山本会長
６月末に都窪歯科医師会から各地区に会報を送ったが普通の茶封筒で差出人の所に当会の名
前もなく開封するまで何が入っているか分からない状態で届いている。もしご覧になっていな
い方はご連絡いただければまだ何部か残っているので送付したい。

４.その他
　　第２回地区連絡協議会は12月14日㈯に開催　　　（南専務理事）
　　各地区公益目的支出計画の現状確認のお願い　　（小見山副会長）

５.閉　会
　　木村　副会長
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「本会と連盟のあり方」検討委員会　設立
　先日の第195回定時代議員会にて「岡山県歯科医師会の仲間として思いを一つにして共に歩み，連盟

組織・活動を一丸となって支え，強い組織力を掲げて歯科界の未来を切り拓いていくために，組織構造

ではなく本会会員が一丸となって連盟組織を支えるマインドの一体化を目指したい」という西岡執行部

の提案を受け，その是非を問うために代議員会を主体とした諮問機関の設立を決定した。

　そしてその決定に基づいて代議員から選出された８名の代表者が参集し，令和６年８月６日㈫　20時

より県歯会館701会議室にて第１回目の諮問委員会が開催された。

　第１回目の委員会には西岡県歯会長・小見山県歯連盟会長も出席され，はじめに両会長から改めて本

会と連盟の一体化の提案と諮問事項について説明がなされた。

　その後，委員長に大森	潤	代議員（倉敷歯科医師会），副委員長に皆木克朗	代議員（津山歯科医師会）

を選出し，諮問委員会の名称を『「本会と連盟のあり方」検討委員会』と決定した。

　続いて本格的な協議に入り，まずは諮問事項に関係なく各委員が順番に連盟活動に対して思うことを

忌憚なく述べ，西岡県歯会長・小見山県歯連盟会長から必要な情報を聴取し，今後の協議の方向性を決

定した。

　この委員会では『連盟組織率100％の実現に向けた具体的な取組みについて』という諮問事項に対して，

令和６年12月末日を答申の期限として，執行部の恣意の入らない自由な発想で協議を行っていく。また

本誌「岡歯会報」に答申までの具体的な議論の詳細を掲載していく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「本会と連盟のあり方」検討委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委 員 長　大　森　　　潤（倉敷歯科医師会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副委員長　皆　木　克　朗（津山歯科医師会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　　員　杉　山　真　一（岡山市歯科医師会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜　崎　健　介（岡山市歯科医師会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　公　平（岡山市歯科医師会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沼　本　潤一郎（児島歯科医師会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白　神　佳　樹（玉島歯科医師会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　本　道　代（都窪歯科医師会）
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第１回　「本会と連盟のあり方」検討委員会　議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：令和６年８月６日㈫　20：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：本会会館　７階　701会議室

　　　　　　　　　　　　　出席者　岡山県歯科医師会　　　　西　岡　宏　樹　会　長
　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山県歯科医師連盟　　　小見山　　　信　会　長
　　　　　　　　　　　　　　　　　代議員会　　　　　　　　大　上　宏　己　議　長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平　　　滋　之　副議長
　　　　　　　　　　　　　　　　　委　　員　　　　　　　　杉　山　真　一　代議員（岡山市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜　崎　健　介　代議員（岡山市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　公　平　代議員（岡山市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆　木　克　朗　代議員（津　山）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　森　　　潤　代議員（倉　敷）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沼　本　潤一郎　代議員（児　島）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白　神　佳　樹　代議員（玉　島）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　本　道　代　代議員（都　窪）
１.開　会
　　【大上宏己　議長】

このたび，皆様には委員委嘱について快諾いただき感謝いたします。年末までを目途に答申い
ただけたらと思います。よろしくお願いいたします。

２.挨　拶
　　【西岡宏樹　県歯会長】

組織率の議論は本来であれば本会，連盟の理事会で行うべきなのかも知れないが，会員に開か
れた場で，様々な議論をしていただくことにより，少しでも会員の連盟に対する意識の高揚を図
りたい。それ故，この委員会で議論された内容については会報を通して詳らかにしていただきた
い。
昨今の政治と金の問題には憤りを禁じ得ないが，残念ながら我が国の医療，特に保険診療は政
治を抜きに語れない側面を持ち合わせている。
だからこそ組織として是々非々でものを言い，権力と対峙し，非を是とし，是を非とする理不
尽に抗わないといけない。そして毅然とものが言える組織であるためには，強い組織力が必要。
組織力は組織率に裏打ちされたものであり，そのためにも本会会員が一丸となって連盟組織を
支えることが肝要である。本会会員と連盟会員の一体化を図り，マインドを一つに，気概あふれ
る，気骨のある組織でありたい。
現在連盟会員887名，連盟非会員149名。この149名に連盟に入会してもらい組織率を100％にす
る。これが究極の目的ではあるが，まず目指すところは医療機関ベースでの組織率100％かと思
っている。
連盟と本会の組織構造の改革も念頭にはあるが，今回は現状の組織形態の中で，実質的な一体
化に向けて出来得る取組みや工夫についてご検討いただきたい。
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　　【小見山 信 県歯連盟会長】
政治的活動では政治献金を行うこともあり，それが社団と連盟を峻別する意味である。しかし
本会と連盟の目指すところは同じであり，協力体制のもと国政に提言していかねばならない。27
都道府県で社団と連盟の会長は同一であり，日歯会長と日歯連盟会長は別であるが，そういった
形式に関わらず連盟の組織率向上に本会の協力が得られることは大変心強く，本委員会参集に感
謝と期待を申し上げる。

３.委員長・副委員長の互選
委員長に大森	潤	代議員（倉敷），副委員長に皆木克朗	代議員（津山）を選出した。
また正式に本委員会の名称を『「本会と連盟のあり方」検討委員会』とした。

４.協　議
まずは諮問事項に関わらず，順番に各委員が連盟活動に思うことを何でも忌憚なく発言し，出
席者全員が傾聴した。
以下にその意見を関連項目に分けて，類似のものをまとめて列挙する。

　＜連盟活動に関する意見＞
・社保改定などから伺える厚労省の歯科医院峻別の姿勢に納得がいかない。
・地区歯科医師連盟に入会していても県連盟には入っていない者もいる。
　また県歯連盟に入会していても日歯連盟に未入会の者がいる。

　＜既存連盟会員へのアプローチに関する意見＞
・選挙時の集票のためだけの組織というイメージから脱却していない。
・政治家のためではなく，歯科界の意見を国政に反映させるため政治家を活用するための組織だと
いうPRはとても重要だと思う。

・行政への意見や国政の情報など，会員が気安く話せる場を連盟として設けたらよいのでは。
・連盟広報委員会に所属することで連盟会長をはじめとする役員の先生と直に話す機会ができ，直
接一つ一つ丁寧に疑問にも答えていただいて理解が深まった。

・地区単位の会合なら一般会員も集いやすく，そうした場で連盟役員が詳しく話してほしい。
・地区の総会などの会合では，できるだけ会員の理解を得るように地区長が話している。
・各地区で地区長をはじめとしてしっかり取り組むスタンスが重要だ。
・岡歯会報の連盟のページが多くの会員の心情と同調していて理解を深める効力となった。

　＜未入会者・退会者に関する意見＞
・未入会者に声を掛けたら異を唱えることなく入会してくれた事例がある。
・強い勧誘の機会がなかった為に入会の機会を逃しただけの人もいるようで，そういった人にはも
れなくアプローチしたい。

・自身が未入会であることを知らない会員も一定数いるのではないか？
・退会者の考えを聴く機会もあったらよい。
・個々の政治信条とは別のものであることを理解してもらう。
・同窓会からのアプローチも効果的。
・PRには手法，規模，様々な形があるが，個々へのアプローチは外せないと思う。
・矯正専門医は健康保険とは関係が薄いのでモチベーションを持ちにくいかもしれない。
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・個人の強い政治信条から脱会・未入会の年配会員への説得は難しそうだ。
　＜連盟会員のインセンティブに関する意見＞
・施設基準を増やすなら，多くの公衆衛生事業に携わり口腔保健向上に寄与している歯科医師会員
に対する点数も加えられないものか。

・連盟の活動範囲は？会員のインセンティブとして福利厚生的な事業などはできないか。
　＜新入会員に関する意見＞
・新入会員は全員入会してもらっている地区がある。
・自身入会時は地区歯科医師会や同窓会先輩からのアプローチで何も考えずに入会した。
・本会新入会時のアプローチは比較的連盟入会につながりやすい。
・地区での入会の説明時に連盟への入会も説明している。
・近年の本会新入会員は高率で連盟に同時入会している。
・新入会時に連盟に関する説明が不足しているために機会を逸しているケースがあった。
・まずは新入会者への対応を完璧に行うこと。
・新入会員は近しい先輩の助言に頼るので既存会員の理解を深める機会がもっとあればよい。

　＜「本会と連盟のあり方」検討委員会に関する意見＞
・連盟の入会者数の増加を議論するのは，本来，連盟評議委員会の役目であると考えるが，なぜ本
会と代議員会が主体となって検討委員会を設置したのか？

・本検討会にて，連盟入会者数の関連資料があるので現状把握に役立てていただきたい。
・この機会に今後長く廃れないシステムを作っておきたい。

　　【西岡 県歯会長】
・組織率を100％に近づける努力をすることは，今の不甲斐ない政府に憤りを覚えながらも，また
さまざまな小異を持ちながらも，歩みを共にしていただいている887名の会員の先生方に対する
本会としての責任である。それ故に本会主導でこの事業を進めたい。

・厚労省は，歯科医師会の会員と非会員の峻別は立場上できない。我々が主体性をもって会員が会
員であることの意義を具現化するしかない。

・同一診療所に複数の連盟会員がいる場合の配慮は必要。ありがたいことではあるが，それが当た
り前だとは思わない。

・組織力を高め，発言力を持つことにより，会員の声をしっかりと中央に届けたい。
　　【小見山 県歯連盟会長】
・口管強の施設基準の項目に，「学校歯科医」や「公衆衛生啓発事業」などの項目が入っている
のは，歯科医師会員へのインセンティブと受け止めてもらっても差し支えない。

・連盟として，連盟会員のインセンティブにつながるどのような活動ができるのか研究する。

　　以上の意見を元に検討事項を集約し，まずは以下の三点に焦点を当てて検討していく。
　　　１．新規入会者への具体的なアプローチ
　　　２．本会一般会員への連盟活動の意義についてのPR活動
　　　３．特別に拒む意思を持つわけではない未入会者へのアプローチ
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理事会ダイジェスト理事会ダイジェスト理事会ダイジェスト理事会ダイジェスト

会長挨拶（要旨）
　本日の地区本会連絡協議会は，執行部の「思い」がしっかりと伝わる協議会にして頂きたいと
思います。よろしくお願いします。

本日のトピックス
　【医療管理部】
・	医療安全研修会の講師の選定を行っている。
・	県歯ホームページの復職マッチングサポートサイトの修正を検討している。
・	「HIV陽性者歯科診療ネットワーク」の患者への周知について県保健医療課と協議。
	 	 （本多理事）

　【公衆衛生部】
・	「令和６年度	第１回岡山県訪問看護推進協議会」
　訪問看護におけるカスタマー・ハラスメントが問題視されており，その対応策として事前の
研修やシミュレーション，情報収集方法の確立，被害にあったスタッフのフォロー，法的手
段の方法について話し合われた。	 （土肥理事）

取材を終えて	 （広報部	委員　蟲明　徹）
　理事会後に地区連絡協議会を控えていたためか，今回は淡々粛々と議事が進められていきま
した。真摯な姿勢で会務を遂行されている執行部の先生方には感謝の気持ちしかありません。

本日は恣意のない率直な意見を聴き，委員会の方向性を自由に議論するため，あえて事前に会員数
や地区の現状についての資料が提示されていなかったが，後日送付される連盟入会者数等の関連資料
一式を参照のうえ，各委員が上記１.２ .３ .の具体的な手法についてアイデアを考え事前に提出して，
次回委員会でより具体的に検討していく。
また会員の先生方に開かれた諮問委員会とするため，岡歯会報に議事録を掲載する。

　次回　第２回「本会と連盟のあり方」検討委員会
　　　　　日時：９月３日㈫　20：00
　　　　　場所：７階　701会議室

県歯報告

第51回理事会　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年７月25日㈭
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理事雑感	 （久門田理事）
　歯科医院は患者の個人情報を含む大量のデータを扱うため，サイバー攻撃の標的となりやす
い環境にあります。患者情報漏洩は，医院の信用失墜だけでなく，患者さんへの多大な迷惑に
つながる可能性も孕んでいます。
　サイバーセキュリティ対策として，まず，診療システムやネットワークの定期的なアップデ
ートが不可欠です。また，従業員へのセキュリティ意識向上のための教育も重要です。さら
に，万が一の事態に備え，バックアップ体制を構築し，インシデント発生時の対応マニュアル
を整備しておくことも必要です。
　近年では，ランサムウェア攻撃など，より巧妙な手法によるサイバー攻撃が増加していま
す。歯科医院においても，これらの脅威に常に注意し，適切な対策を講じることで，患者さん
の大切な情報を守り，安全な医療環境を提供することが求められます。

会長挨拶（要旨）
　体操男子団体の逆転金メダル大変感動的でした。勝利への意欲を絶やさない強い精神力，思い
を一つにし，チーム一丸となって最後まで諦めずに戦い抜くことの大切さを改めて再認識させら
れた気がしました。
　一方で女子柔道の阿部詩選手がウズベキスタンの選手に敗れて号泣する場面がありました。賛
否はあるようですが，まだまだ24歳，そういった側面があっても当然だと思います。オリンピッ
クでは感涙もあれば，悔しさに涙する，自分の不甲斐なさに涙するというシーンもよくありま
す。ただあれはさすがに泣きすぎかなと思うのとシチュエーションが悪かった，コーチもあの場
で泣き崩れさせずに，抱きかかえてでも退場させるべきで，それが彼女のためでもあった。しか
しあれだけ泣いたらスッキリしただろうと思います。泣くことには心のデトックス効果があり，
ストレスを軽減するもっとも自然な方法だと言われています。ただ人前で涙を見せることは「自
分の感情を制御できない，心の弱さを表している」と思われているきらいがあります。確かに感
情をコントロールできていないところはあっただろうとは思いますが，心の強い弱いとはまた別
ものだと思っています。彼女はまだ若い。これからです。この敗戦はいい意味で大きなステップ
になっただろうと思います。この悔しさをバネにさらに強くなり，雪辱を果たしてもらいたい。
そのように願っております。

本日のトピックス
　【本会】
・	会員医院窓口義援金の集計は年末に行う予定。	 （南専務理事）

　【広報部】
・	来年の岡歯会報の表紙はカレンダーとコラボした「もも丸」のイラストで検討中。（中村常務理事）

　【医療管理部】
・	第５回DHスキルアップセミナーを開催

第52回理事会　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年８月１日㈭
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　会場36名，Web107名の参加。振り返り視聴も継続中。内容は臨床からやや離れたものだが，
かなり好評を得た。	 （本多理事）

　【社会保険部】
・	改定後地区講習会はほぼ終了
　質問の取りまとめを行っているが，各施設基準届出の進展はもう一歩の感触。	 （後藤理事）

取材を終えて	 （広報部	委員　吉田和英）
　「理事会のペーパーレス化について費用対効果」の資料を下に今後の理事会の在り方につい
てかなりの時間を割いて議論されていた。最近の流れからパソコンを利用した会議となる方向
性は見えてきたが，色々な解決すべき問題がある。出来るものから進めるべきだと思う。次回
の理事会ではパソコンを用いて資料の閲覧を行うようである。今後の進展に注目したい。

理事雑感	 （佐伯理事）
　本日，本多理事より９月21日に開催される，会員の先生と県歯役員との懇談会についての説
明がありました。30・40代に限定した新しい企画ではありますが，若い会員の先生方のご意見
を役員が直接聞く機会が増えることは大変良いことだと思います。また対象外の先生方もチラ
シの２次元コードから入って頂ければ詳細が分かり，今までにない告知をしておりますので，
是非ご覧になって頂きたいと思います。良き伝統を引き継ぎながら新しい県歯を作り上げてい
くイベントになればいいなと思います。

会長挨拶（要旨）
　厚労大臣と財務大臣が相次いで政治資金パーティを開催したと報じられました。
　確かに収支報告書に記載さえすれば違法ではありません。大臣規範に「パーティの開催自粛」
という項目があり，「政治資金の調達を目的とするパーティーで，国民の疑惑を招きかねないよ
うな大規模なものの開催は自粛する」と記されています。お二人とも「大規模なパーティーとい
う認識はなく，開催に問題はないと考えている」と仰ってますが，「そんな問題じゃ無い」とい
う意識が完全に欠落していると思います。裏金問題で国民の信頼を失墜し，それに対する反省を
示すと言う意味でも自粛が求められる中，余りにも自覚がなさすぎます。そういう意味では大臣
規範に悖ると言えるのではないでしょうか。さらに厚労大臣からは「金庫が空になるということ
で背に腹はかえられなかった」との発言がありました。国民感情を逆撫でするような，国民不信
を増幅するような，なんとも情けない答弁をを公然とできるような大臣に，我々を監督する資格
があるのか，そんな自分を律することさえできない人間に本当に職責が果たせるのかと疑いたく
なります。
　保険証の廃止期限まで４か月を切りました。是を非とし，非を是とする理不尽な政府の姿勢に
は最後まで抗いたいと思います。

第53回理事会　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年８月８日㈭
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本日のトピックス
　【本会】
・	「本会と連盟のあり方」検討委員会
　歯科医師連盟は，そのまま関連団体としての位置づけとなるが，今後どのように運営してい
くかについて協議・検討していく。

　【医療管理部】
・	千葉県歯科医師会作成のハンドブックの内容が充実しており，本県の「歯科助手研修会」の
テキストと講義スライドに使用予定。千葉県歯科医師会に承認を求める。

　【広報部】
・	山陽リビングメディア「すごいよ！みんなの歯２」の特別協力について承認され，11月８日「い
い歯の日」の発刊に向け対応。贈呈式は「すごいよ！みんなの歯」動画制作優秀作品表彰と
ともにメディア取材を招いて開催予定。

取材を終えて	 （広報部	委員　皆木祥伴）
　本日の理事会は，協議事項は比較的少なく，開催時間も短めでした。しかしながら，報告，協議
される内容は，政府相手の内容から，他県の歯科医師会との関係など多岐にわたっておりました。
広報部としてできる限り理事会の取材内容を会員の先生方にお伝えできるよう努めていきます。

理事雑感	 （土肥理事）
　７月から新型コロナが増加しており，最近になってやっと減少傾向が認められるようになり
ました。それでもまだ周囲にコロナに罹ったという話はよく耳にします。さて，本日の理事会
ですが西岡会長が冒頭の挨拶で「政治と金」について触れられていました。あらゆる物が値上
がりする中，国民が納めた大切な税金の使い道ですので，国会議員の先生方には他者から託さ
れたお金という認識をもって有効な使い方を示していただきたいものです。と同時に挨拶を聞
きながら私たちも今の政治不信を学びとして他人事と思わず会員から今以上に信頼，感謝され
るような活動をしていかなければならないと感じました。

ホームページインデックス（最近掲載された項目です）

①研修会
　 • ９月８日～　令和６年度歯科医療関係者感染症予防講習会のご案内
　 •【アーカイブ配信】第５回DHスキルアップセミナー
　 • ９月29日（日）令和６年度日歯生涯研修セミナー（Aチーム）　サテラ
イト会場受講のご案内
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2024年
▶７月26日㈮

　　 歯科医師４人に行政処分
　　　大麻取締法違反で歯科医業停止３年

▶７月29日㈪

　　日歯　 DX化の影響「否定できない」
　　　歯科医院の廃業件数で

▶７月30日㈫

　　歯科衛生士の浸潤麻酔　「現時点で十分な研修ない」
　　　日歯
　　　衛生士会や学会と教育検討

(241)(241)(241)

〈
略
〉
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▶８月５日㈪

　　国民生活センター　
セルフホワイトニング
トラブル相談が増加

▶８月７日㈬
　　東北大　野菜含む硝酸塩が
　　　　　  むし歯予防に貢献

マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

〈
略
〉

▶８月８日㈭

　　日歯　 南海トラフやDXに焦点
　　　山口で警察歯科医会全国大会

８/9	 日歯会長予備選挙
	 　高橋英登現会長が立候補の意思表明

８/13	「保存」と「矯正」の専門医広告
	 　今年度中に標榜可能に

８/14	 日歯　令和７年度制度・予算要望
	 厚労省・文科省・経産省・こども家

庭庁・内閣府に要望書提出

８/22	 社保・歯科５月診療分
	 前年同月比		点数1.7%増，件数2.3%増

８/23	 広告可能な専門医「矯正」「保存」追加
	 厚労省分科会で改正案を了承

８/26	 医療広告規制　歯科の違反は1,959件
	 令和５年度ネットパトロール（違反

総計6,328件）

８/27	 イノベーションジャパン2024
	 口腔関連も展示

の歯科界8月 トピックス
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１．報　　告
　⑴　６月　新	入	会	員　２名
　⑵　社会保険部小委員会（保険請求の手引）
　　　・６月５日㈬　20：00
　　　・６月７日㈮　20：00
　　　・６月９日㈰　９：00
　　　・６月10日㈪　20：00
　　　・６月17日㈪　20：00
　　　・６月18日㈫　20：00
　　　・６月28日㈮　20：00
　⑶　同窓会社保講習会
　　　・松本歯科大学同窓会岡山県支部　６月15日㈯　19：00　マルミ歯科商店岡山支店

駒井	検討委員
　　　・日本大学歯学部同窓会岡山県支部　６月22日㈯　19：00　佐伯	理事
　⑷　中国地方社会保険医療協議会	岡山部会　６月25日㈫　13：30　田頭	常務理事
　⑸　改定後	地区講習会　津山　７月４日㈭　19：30　津山歯科医療センター

皆木	副委員長，河本	副委員長，西岡	検討委員
　⑹　社保相談窓口報告
　⑺　そ　の　他

２．協　　議
　⑴　「検討委員会からのお知らせ」について
　⑵　「地区歯科医師会からの質問」について
　⑶　改定後	地区講習会について
　⑷　保険請求の手引について
　⑸　令和６年度	第１回審査委員・検討委員連絡協議会について
　⑹　そ　の　他

　　 第12回　社会保険部検討委員会報告
令和６年７月６日㈯ 　16：00 ～　　本会会館　７Ｆ　702・703会議室

　歯科医療の適正な評価は私たち会員の切実な思いです。しかしながら，充填や根管治療など従
来からの技術料は低いままで，増点があったとしてもごくわずかです。一方，患者管理や口腔機
能に関すること，訪問や医科歯科連携などは算定しやすくなっている部分もあります。少しの変
化を受け入れる勇気と努力を払えば，得られるものがあります。
　残りの在任期間，会員の先生方の勇気と努力を後押ししていきたいと思います。

弘末	　勝（都窪歯科医師会）

～検討委員の独り言～
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医療管理ニュース  Vol.95

「キャリアアップ助成金」について
　「キャリアアップ助成金」とは，非正規雇用労働者のキャリアアップを促進するために，事業主に対
して助成金を支給する制度のことです。パートタイム労働者として雇用したスタッフに対して，正社員
への転換，または賃上げなどの取り組みを実施する際に申請することが可能です。
　「キャリアアップ助成金」において，多くの歯科医院が該当しそうなコースを表にまとめました。

「キャリアアップ助成金」の支給要件・支給金額

まとめ
　助成金を上手に利用することで，歯科医院にとってコストを抑えられるだけで
なく，歯科医院で働くスタッフにとっても働きやすい環境作りを実現することが
できます。働くスタッフのモチベーション向上はサービスの向上や患者さんの満
足度アップにもつながります。自院の目的に合った助成金制度を活用してみては
いかがでしょうか。

（大塚正之）

コース名 支給要件 支給金額

正社員化コース

正規雇用等へ転換等した際，転換等前の６か月と
転換等後の６か月の賃金を比較して３％以上増額
していること
（有期雇用労働者から無期雇用労働者への転換の場
合や，無期雇用労働者から正社員へ転換の場合）

１人当たり57万円

（１人当たり28.5万円）

賞与・退職金制
度導入コース

就業規則または労働協約の定めるところにより，
有期雇用労働者等に関して，賞与・退職金制度を
新たに設け，支給または積み立てを実施した場合

１事業所あたり１回のみ：38万円
１事業所あたり１回のみ：48万円
（生産性の向上が認められる場合）

選択的適用拡大
導入時処遇改善
コース

労使合意に基づき，社会保険の適用拡大を行うこ
と
雇用する有期雇用労働者について意向を把握しな
がら，被用者保険の適用と働き方の見直しを反映
させる取り組みを実施し，新たに被用者保険の被
保険者とすること

１事業所あたり：19万円（保険加入
と働き方の見直しを行った場合）
１人当たり：1.9万円～13.2万円（対
象労働者の基本給を一定の割合以上
増額した場合）
１事業所あたり：10万円（対象労働
者の生産性の向上を図るための取り
組みを行った場合）

短時間労働者労
働時間延長コー
ス

有期雇用労働者の所定労働時間を延長し，新たに
社会保険を適用させた場合

１人あたり：22.5万円（短時間労働者
の週所定労働時間を５時間以上延長
し，新たに社会保険を適用した場合）
１人あたり：4.5万～18万円（週所定
労働時間を１～４時間延長するとと
もに基本給を昇給させ，新たに社会
保険を適用した場合）
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第５回 DH スキルアップセミナー
　令和６年７月28日㈰に県歯会館もも丸ホールにて，標記講演会が現地およびWeb配信を併用したハ
イブリッド形式にて開催されました。朝から30℃を超える猛暑にも関わらず，多くの歯科衛生士さんと
会員の先生方にご参加いただきました。
　今回は「歯科衛生士が安心して働き続けるための姿勢や運動
の工夫」と題し，令和健康科学大学リハビリテーション学部理
学療法学科教授の森下元賀先生にご登壇いただきました。講演
では，歯科衛生士が行う処置や業務によって引き起こされる
「作業関連筋骨格系障害」のお話から，「肩こり」「腰痛」につ
いて原因からその対策まで，実際に体を動かして指導していた
だきながら，ユーモアを交えた内容でご講演いただきました。
歯科医師，歯科衛生士が行う処置のほとんどは座位による前傾
姿勢となるため，その姿勢が腰痛の原因（腰痛借金）となり，
それが蓄積するとぎっくり腰や椎間板ヘルニアの引き金になる
ということ，さらに肩こりも腰痛もその部位だけの問題ではなく，心理的ストレスも関連しているとい
うことを学びました。それらの対策や予防として，診療中の姿勢の工夫や「ハリ腰プリけつストレッチ」
といった動作，運動の指導に加え，「プチ・ボディースキャン」や「瞑想」「睡眠」など心理的ストレス
への対処についても解説していただきました。閉会の挨拶では，岡山県歯科衛生士会の久本会長がご自

身のぎっくり腰の体験から，「ぎっくり腰に
なると，勤務する歯科医院や患者さんに多大
なるご迷惑をおかけすることになる。自分の
体の状態を把握し，無理せずこまめに対策を
することでそれを回避する事ができるのでは
ないか」とお話いただきました。
　歯科衛生士支援事業の一環として開催され
た今回のDHスキルアップセミナーは，会場
受講30名，Web登録170名と多くの歯科衛生
士さんと会員の先生方にご参加いただきまし

た。また講師の森下先生のご厚意により，ご登録された方の１か月間の振り返り視聴が可能となってお
りますので，この機会にぜひご覧ください。
　さらに，本会では歯科衛生士の皆さんを支援するためのLINE公式アカウントを開設し，「DHスキル
アップセミナー（講演会）」「DHベーシックコース（技能向上実習）」「DH復職支援」など歯科衛生士
の皆さんに有益な情報をLINEで発信しております。そちらもぜひご活用ください。

（河田有祐）

医療管理部
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令和令和６６年度  年度  レクリエーションレクリエーション大会大会　ご案内　ご案内

　本年度のゴルフ大会を下記の要綱にて開催いたします。アメリカ女子メジャーでは
笹生，古江の両選手が優勝を飾っております。これに肖りましてナイスプレイといき
たいものです。多数のご参加をお待ちしております。

日　　時　　令和６年11月10日㈰　　集　　合　7：45　練習グリーン前
　　　　　　　　　　　　　　　　　スタート　8：07　アウト・イン同時スタート
場　　所　　東児が丘マリンヒルズゴルフクラブ
　　　　　　玉野市下山坂1345　 TEL 0863-41-2311
定　　員　　40名
参 加 料　　3,000円（グリーンフィーは自己負担でお願いします）
申込締切　　10月12日㈯
　　　　　　不明な点は，ゴルフ担当者までご連絡ください。
　　※ゴルフ担当　浅野将宏　TEL 086-476-6480　/　FAX 086-476-6481
　　　　　　　　　片山　朗　TEL 086-252-4618　/　FAX 086-239-4618

　今年はパリオリンピックの年でしたね。ローランギャロスではいつもの全仏とは違
う熱戦が繰り広げられました。テニス愛好家の皆様もしっかり応援されたと思います。
文化事業部では今年も下記の要領で親睦テニス大会を開催します。
　スタッフ，お子様を含め，ご家族での多数の参加をお待ちしています。

日　　時　　令和６年11月10日㈰　　10：00 ～ 16：00
場　　所　　ハチヤテニスコート　　受付開始　 9：30
　　　　　　岡山市北区富原1297　 TEL 086-252-1694
参 加 費　　3,000円　（会員 及び 家族・スタッフ）
懇 親 会　　後日開催予定
申込締切　　10月26日㈯
そ の 他　　当日，昼食・豪華景品を準備しています。
　　　　　　参加者の方には，後日に懇親会の場所等の詳しい案内を送ります。
　　　　　　不明な点は，テニス担当者までご連絡ください。

　　※テニス担当　石津泰彦　TEL 086-238-3118　/　FAX 086-238-3119
　　　　　　　　　緑川皓明　TEL 086-252-1445　/　FAX 086-252-1516

ゴルフゴルフ

テニステニス

同封のFAXシートまたはフォームにて締切日までにお申し込みください
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第５回 中四国女性歯科医会協議会・講演会・懇親会

　令和６年８月４日㈰，中四国女性歯科医会協議会・講演会・懇親会が岡山県歯科医師会館で開催され

た。猛暑の中ではあったが，女性歯科医師の団体として広島県婦人歯科医会・山口県女性歯科医師の会・

香川県歯科医師会女医会・高知やまもも会を始め女性の団体が無い県（鳥取県・島根県・徳島県）から

も女性の代表者が集まり，岡山県歯女性活動支援部の委員を合わせて総勢27名の参加で行われた。

　来賓として西岡県歯会長と南専務より挨拶を賜り，事前アンケートの回答をもとに活発な意見交換が

なされた。各団体ともそれぞれの県歯との関係は様々であるが，評判の良かった事業の内容と広島婦人

歯科医会の入会者の獲得法についての質問が多くあった。

　その後は岡山県栄養士会の市川和子先生をお迎えし，「女性のライフステージに合わせた栄養の取り

方～女性がより健康であるための食生活～」と題して講演いただいた。事前にあがった質問内容も加え

かなりのボリュームで，様々な生活習慣病に対する食事のポイントに留まらず，歯科にも大いに関係す

る口腔機能低下症・摂食嚥下と多岐にわたるお話を伺った。最後に猛暑の時期に相応しい「熱中症クイ

ズ」でほのぼのした雰囲気の中，締め括られた。

　懇親会は市川先生を加えて行われ，食のテーマに相応しく県外の方にも喜ばれるよう事前に試食吟味

した後楽園特製弁当「お庭育ち」（ママカリ・さわらなど岡山名物が彩りよく盛り込まれた）を前にさ

まざまに話が盛り上がった。県外の方々には参加費内でお土産（おかやま夢白桃・県産蜂蜜を使用した

原料吟味のグラノーラ等）が用意されたが，これにも参加者から歓声が上がった。次期開催は山口県の

担当と決まり，「２年後に山口でまた会いましょう‼」とすべての行事が終了した。

　歯学部の入学生・卒業生の半数を女性が占める現在，やがて女性歯科医師たちの公的な活動が今まで

以上に期待される歯科界になっていくと思われる。こうした中四国をつなげる女性たちの活動が実を結

んでいくことは確かである。

（副会長　木村里栄）

女性活動支援部女性活動支援部



ー 23 ー

J. ODA  vol.932     ’24-9おかやま新発見おかやま新発見おかやま新発見
OKAYAMA

OKAYAMA

赤磐歯科医師会

観光スポット紹介〜熊山山頂周辺〜
　赤磐歯科医師会は，旧赤磐郡と旧佐伯町で歯科診療を行っている会員で構成されています。今回は熊
山山頂付近に多数点在している文化財などを紹介させていただきます。
　熊山は赤磐市の熊山地区（旧熊山町）にそびえ立つ岡山県南部の最高峰で標高は508.6m。狭いながら
も林道が整備されていて赤磐市奥吉原または備前市香登から自動車で山頂付近の駐車場まで登ることが
できます。また，登山コースがいくつもありますので，気候が良くなれば歩いて登り森林浴を満喫する
のも良いでしょう。

『熊山遺跡』
　メインは何と言っても熊山遺跡です。山頂一帯には，33か所にも及ぶ石積遺構が所在しており，その
中でも最大の石積遺構が国指定史跡「熊山遺跡」です。ピラミッドを思わせる特殊な石積遺構は三段か
ら成り，二段目の各面には龕（がん）が，最上段中央には方形の竪穴が設けられています。類例が少な
く謎の多い遺跡ですが，出土品の存在等から奈良時代に築造された仏塔であると考えられています。

『展望台』
　熊山遺跡の近くに展望台があり瀬戸内海を一望できます。晴れた日には遠く香川県の屋島や小豆島ま
で見渡すことができます。無料の望遠鏡もありますので，ぜひ立ち寄ってみてください。

『熊山神社』
　石段を登り鳥居をくぐったところに熊山神社が鎮座しています。本殿は切妻平入り神明作りで，祭神
は大国主命（おおくにぬしのみこと）です。近世には熊山権現宮と呼ばれ，神仏習合で帝釈山霊山寺戒
光院とともにありました。

『児島高徳の旗立岩・腰掛岩』
　中世に熊山で挙兵したとされる児島高徳が，旗を立てたと伝えられる岩が熊山神社境内にあります。

『熊山の天然杉』
　熊山遺跡へ向かう道沿いにそびえ立つ大杉で，樹齢700 ～ 1000年といわれています。樹高は約38メー
トルで，まさに神木を思わせるもので，市指定の天然記念物となっています。

『猿田彦神社』
　熊山遺跡の東にある神社で，昭和63年に再建されました。

『油瀧神社（上之宮）』
　室町時代，嘉吉（かきつ）の乱がおこったとき，香登に落ちてきた都の貴族の姫二人を祀った神社で
す。上之宮と下之宮があります。

『熊山山頂三角点』
　NTTの鉄塔近くに，熊山山頂507.8メートルを示す三角点があります。山頂踏破をめざしましょう。

歴史マニア向けのおまけの話
　熊山にはかつて鑑真和上が建立したと伝えられている
「帝釈山霊山寺戒光院」という寺院がありました。現在寺
院そのものはありませんが，当時寺院にあった釣鐘は雪
舟とネズミの像で有名な総社市の井山宝福寺に送られ現
在まで受け継がれています。
　しかし，いつ，なぜこの鐘が宝福寺に移ったのか明ら
かではないそうです。ちなみに宝福寺の釣鐘にはそれが
熊山霊山寺のものであったことを示す刻印があります。

（モニター　佐々木真一）

紹介します！ 私の地区のとっておき♡

熊山遺跡
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　岡山市歯科医師会

第221回 学術臨床放談会のご案内
　岡山市歯科医師会では，下記内容にて講演会を開催いたしますので，ご案内申し上げます。

　今回は，岡山大学耳鼻咽喉・頭頸部外科学 安藤瑞生教授と岡山大学口腔顎顔面外科学 伊原木聰一郎

教授をお迎えします。日々の歯科診療における岡山県内最後の砦である両科の教授の講演が同時に聴け

る大変貴重な機会です。講演後はお二人にご登壇いただき，質疑に十分お答えいただく予定です。

　お忙しいとは思いますが，万障お繰り合わせの上，多数の先生方並びにスタッフの皆様のご参加をお

待ちいたしております。

日　　時：令和６年11月２日㈯　19時～ 21時30分

場　　所：岡山県歯科医師会館２Ｆ　もも丸ホール

《講演Ⅰ》

演　題：「口腔・咽頭の診療 ―主に悪性疾患について―」

講　師：安藤瑞生先生（岡山大学学術研究院医歯薬学域耳鼻咽喉・頭頸部外科学教授）

　口腔にはしばしば悪性疾患が発症する。長引く疼痛や出血などの症状を契機として，耳鼻咽喉・頭頸

部外科や歯科，内科などを初診して発見されることが多い。口腔がん患者が岡山大学病院を受診する契

機を調査したところ，紹介元は歯科医が多いが，近医の歯科から当院医科への直接の紹介は少ないた

め，当院受診後の適切な情報共有によって治療担当科を決定する必要があると考えている。本講演で

は，口腔・咽頭の悪性疾患を始めとして，副鼻腔炎などの当科診療における歯科との連携についても紹

介する。

《講演Ⅱ》

演　題：「岡山大学口腔顎顔面外科で行っている診療・研究と

　　　　　　　　　　耳鼻咽喉・頭頸部外科との医科歯科連携の深化」

講　師：伊原木聰一郎先生（岡山大学学術研究院医歯薬学域口腔顎顔面外科学教授）

　医療技術の開発は日進月歩であり，特に近年の進歩には目覚ましいものがあります。本講演では現

在，岡山大学口腔顎顔面外科で行っている診療や研究についてご紹介したいと思います。また耳鼻咽

喉・頭頸部外科との医科歯科連携の深化について，口腔外科の立場から考えてみたいと思っております。

地区歯科医師会だより
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　真庭歯科医師会

　昨年より，真庭歯科医師会ではコ・デンタルスタッフと共に真庭地域の口腔保健活動に取り組んで行

こうと，様々な事業の立案・計画を行なってきました。真庭地域の大きな課題の１つに，３歳児歯科健

診時のう蝕有病率が高いことが挙げられ，小児の口腔環境の改善に関して市行政との協力もこれまで以

上に必要となってきています。そこで，現在の乳幼児歯科健診時の保健指導のレベルアップと内容の統

一化を目的とした，歯科衛生士向けの研修会を立案しました。委員会内で協議を進め，まずは歯科衛生

士だけでなく全ての歯科医療従事者の知識のアップデートと情報の共有が必要ということになり，今回

は医院勤務職員全員を対象として基礎研修を行いました。７月４日㈭当日は，歯科医師・歯科衛生士・

歯科技工士・歯科助手・受付スタッフと市行政からも担当部署から４名ご参加いただき，61名の参加で

開催されました。昨年末に実施した勤務歯科衛生士を対象としたアンケート調査の結果を基に，平日

（木曜日）の日中での事業開催とし，軽食も用意したランチミーティングの形式としました。大國会長

の挨拶に続き今回の事業に全面協力をいただきました（一社）岡山県歯科衛生士会の久本会長からもご

挨拶いただき，本事業の目的・概要の説明の後，真庭の現状報告を行い研修会では衛生士会から飯田常

任理事に「すぐに役立つむし歯の話　基本のキ～パネルシアターを使って～」と題して講演をいただき

ました。受付スタッフや歯科助手の方々にも分かり易いよう工夫された講演は，我々が臨床で患児や家

族に説明をする際にも役立つ多くのヒントが含まれており，講演後も会場に残って質問する参加者も多

く見られました。今後は歯科衛生士のみを対象に具体的な保健指導の流れや，最新の情報の共有を図

り，２年後３年後にはう蝕有病率の改善が達成できるよう会をあげて取り組んでいきたいと考えてい

ます。

（本多浩三）

〜『真庭スタッフミーティング』開催！〜

地区歯科医師会だより
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　津山歯科医師会

　令和６年８月４日，津山歯科医師会は誕生寺支援学校誕生寺校

地で「親子歯みがき教室」を行いました。平成４年に始まったこ

の事業はコロナによる中断がありましたが30回目となりました。

　歯科医師10名，歯科衛生士７名が各学年ごとに教室を訪れ歯み

がき指導を行いました。カラーテスターで染めだしを行いみがき

残しをチェックして歯みがきカードに記入してもらいます。その

後それぞれの児童生徒に適したみがき方を保護者にも伝え，使用

している歯ブラシのチェックも行い，毛の開いている方には交換

を勧めました。そして，「あいうべ体操」を実施し，その効果を

実感していただきました。

　最後に保護者，児童生徒から質問を受けましたが，積極的に発

言される方も多くいました。

　各教室から会議室に戻り反省会が持たれました。養護教諭から誕生寺支援学校の歯科検診結果につい

て比較的良好な状態にあるとの報告がありました。歯科医師，歯科衛生士からは担当した各クラスの状

況について詳細な報告が学校側に伝えられました。

　最後に圓山校長より話を聞いて思ったこととして，①保護者の協力が必要である。②動画を活用し意

識づけをすることも大切。③あいうべ体操，歯みがきを継続して進めることの大切さ。この三点を挙げ

られました。

　「親子歯みがき教室」は歯科医師，歯科衛生士が担当する児童生徒数が比較的少ないので，それぞれ

に適した歯ブラシのあて方など個別に細やかに指導できるのが最大の利点だと考えます。歯科治療の困

難な児童生徒もおられることと思います。むし歯を作らないことの大切さを十分に伝えられた「親子歯

みがき教室」でした。

（モニター　藤田元英）

ブランチプロジェクト
誕生寺支援学校「親子歯みがき教室」

地区歯科医師会だより
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「もうすぐ還暦！」
児島歯科医師会　原　　博章

　先日，お陰様で開業25周年を迎えることができました。30代で開業したのがついこの前のような気が

して，改めて時の流れの速さに驚いています。開業後８年目に移転し，大変な時期もありましたが，今

では自分のやりたい診療ができていて，スタッフ共々日々楽しく診療させてもらっています。

　自分では若いと思っていた私も，来年には還暦を迎える年になりました。一昨年には，学生時代の虫

垂炎の入院以来，約30年ぶりに手術・入院生活を経験し，院長不在でも医院を守ってくれているスタッ

フに改めて感謝の気持ちでいっぱいでした。

　昨年に小学生の頃から思い続けていた夢が叶い，いつかは乗りたいと憧れていたスポーツタイプの車

を購入することができました。ガソリンの高騰と燃費を気にしながら，毎日とても幸せな気持ちで片道

20kmの車通勤を楽しんでいます。その後，この車で岡山国際サーキットを走る機会を得ました。初め

ての本格的なサーキット走行だったので，他の車に迷惑をかけないように緊張でどっと疲れましたが，

公道ではなかなか経験できない200km/hオーバーの世界も体感でき，その上レーシングドライバー塩津

佑介選手に自分の車を運転してもらい，助手席からプロの運転技術の凄さに感動しました。これからも

機会があれば安全なサーキット走行を楽しみたいと思っています。

　また，先日は日本臨床歯周病学会の年次大会で発表させていただく機会を得ました。勤務医と歯科衛

生士全員で参加しましたが，この歳でオーラルでの学会発表はもうないと思っていたので，感謝の気持

ちと共にとても緊張しながら発表させていただきました。全顎的に歯周組織再生療法を行い，骨吸収を

改善した症例でしたが，症例をまとめて行く過程で，歯科衛生士の歯周基本治療やSPTの継続，患者さ

んのプラークコントロールや信頼関係の重要性を改めて認識させてもらえる大切な症例発表となりまし

た。多くの先生方から歯周治療における歯科衛生士を含めた医院力を褒めていただき，このような機会

を与えていただいたＩ先生には感謝しています。

　気がつけばそろそろ医院の承継も考えないといけない歳になってきました。今まで支え続けてくれた

妻には本当に感謝しています。そして今まで当院を支えてくれてきたスタッフにも感謝しています。全

てに感謝の日々です。

　ボケ防止のため，新しいことにもチャレ

ンジしながら，もう少し自分にできること

を頑張ろうと思っている今日この頃です。

次回は 畑中乾志 先生（岡山市歯科医師会）をご紹介します。

私（左）と塩津佑介選手（右）
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修学旅行に行ってきました！

　令和６年7月17日㈬から１泊２日で京都・大阪方面の修学旅行が行われました。引率は担任の大島先

生，事務の奥山さん，そして山本の３人です。

　朝８時過ぎに貸切バスで学院を出発し，11時30分頃，京都伏見にある昼食会場キザクラ・カッパカン

トリーに到着しました。黄桜酒造の関連施設でなかなか趣のある建物でした。女性にはちょうど良い昼

食を取り，いざ「モリタ京都支店」へ。バスの通路にはみ出した会社の屋根にはトラックやバスがこす

ったと思われる跡があり，なんだか歴史を感じました。まずは会議室でモリタのプロモーションビデオ

を見て担当の方の説明を受けた後，４グループに分かれて工場内を見学しました。アシスタントワーク

の実習では，モリタの歯科衛生士さんご指導の下，実際にミラークリーニングなどを体験しました。展

示室ではヘッドが後屈したタービンや最新のレーザー，パノラマなど興味をそそられるものがたくさん

ありました。歴史館には，はるか昔の器具やチェアから私が学生の頃に使ったような一昔前のチェアも

ありました。工場では，チェアが完成していく工程，様々な器具を作るにあたって作業効率を上げるた

めの工夫や事故防止の工夫を知ることもできました。最後に集合写真を撮り，京都を後にしました。

　宿泊はUSJのすぐ近くにあるホテルユニバーサルポートヴィータでした。夕食を済ませた後は，自由

行動で，ホテルの近くで買い物をしたり，大阪の街に繰り出したりそれぞれに楽しんだようです。点呼

には全員そろっており，「やる時にはやるな」と感心しました。

　18日は朝食後に皆それぞれ自由にUSJを満喫したようでした。引率教員３人も，ハリーポッターやス

ーパーニンテンドーワールドを満喫し，買い物と暑さをしのぐために店を渡り歩き万歩計は18,000歩に

なっていました。“翌日から開始の” 鬼滅の刃のアトラクションエリアには入ることができず残念でし

たが，太陽が照りつけるなか熱中症にもならず，集合時間に大きく遅れることもなくほぼ予定通りに全

員無事に岡山に帰りました。

　翌日，Windowsの不具合からUSJの会計が全くできなくなってしまったというニュースを聞き，逆に

１日早くてラッキーだったのかもと自分を納得させました。何はともあれ無事終了したことに感謝

です。	 （副学院長　山本道代）
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第６回 岡山済生会総合病院 医科歯科連携推進研修会
開催のご案内

　今回は，「緩和ケアと口腔管理」をテーマに，緩和ケア科の医師，緩和ケア認定看護師，臨床心

理士による歯科との連携を含めたわかりやすい講義を予定しています。がんと診断された時から

緩和ケアは始まっています。当院では患者さんが自分らしく生活を続けられるために，様々な専

門職がチームで関わっています。今回も実際の症例を提示しながら，当院の緩和ケアと口腔管理

についてご紹介したいと思います。多数のご参加をお待ちしております。

■日　　時：令和６年10月17日㈭　18：30 ～ 20：00（予定より早めに終了する場合あり）

■対　　象：歯科医師・歯科衛生士・その他医療従事者

■参加形式：Webのみ（Zoom視聴）　※定員100名程度・無料

■申込み方法

ご希望の方は令和６年10月12日までに，QRコードよりお申込みをお願いいたします。

URL：https://forms.gle/qqcX13v853fgYWB27からのお申込みも可能です。開催日前

日までにメールアドレスへZoom視聴用URLをお送りいたします。

■問い合わせ：担当者	歯科衛生士	園山（dental@okayamasaiseikai.or.jp）までメールを

　　　　　　お送りください。

医療法人設立認可申請書の提出期限及び事前相談について

　標記について，岡山県保健医療部医療推進課長より通知がありましたので下記の通り

お知らせいたします。

令和６年度 第３回

　事前相談に係る相談用申請書　　提出期限　　令和６年10月21日㈪

　本申請に係る申請書　　　　　　提出期限　　令和６年12月20日㈮
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  成
なるいし

石　浩
こう

司
じ

 都窪歯科医師会
 ふたば川入歯科クリニック
 〒701-0161 岡山市北区川入209－16
  TEL 086－728－0075　　FAX 086－728－0095
  生年月日　　昭和44年11月30日（54歳）

  出身大学　　岡山大学歯学部

経歴・職歴 1994年３月　岡山大学歯学部　卒業
	 1998年３月　岡山大学大学院歯学研究科修了
	 　　　４月　岡山大学歯学部附属病院（第２保存科）医員
	 　　　４月　医療法人長光会長島病院
	 2001年４月　岡山大学歯学部附属病院（第２保存科）助教
	 2008年４月　岡山大学病院（第２保存科）講師
	 2010年４月　岩手医科大学（歯周歯内治療学）准教授
	 2013年４月　鳥取市立病院診療部長（歯科）
	 2014年４月　徳島大学病院歯周病科講師
	 2024年４月　ふたば川入歯科クリニック開院
	 現在に至る
入 会 日	 令和６年５月27日

　趣　　味 特になし
　抱　　負	 微力ですが，歯科医師会の益々の発展のために尽力したいと思います。
	 ご指導の程，どうぞ宜しくお願い申し上げます。

  片
かたおか

岡　陽
ようへい

平 岡山市歯科医師会
 旭南歯科クリニック
 〒702-8002 岡山市中区桑野446－23
  TEL 086－277－3452　　FAX 086－206－2257
  生年月日　　昭和61年７月１日（38歳）

  出身大学　　神奈川歯科大学歯学部

経歴・職歴 2011年３月　神奈川歯科大学歯学部　卒業
	 　　　　　　岡山大学歯学部病院臨床研修センター研修修了
	 2016年　　　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科顎口腔再建外科学部門修了
	 　　　　　　陸上自衛隊　勤務
	 2023年　　　旭南歯科診療所　勤務
	 2024年　　　旭南歯科クリニック　開院
	 現在に至る
入 会 日	 令和６年７月１日

　趣　　味 読書
　抱　　負	 昨今の駆け出し者です。ご指導のほど宜しくお願い申し上げます。

新入会員 紹介
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  三
み

島
しま

　雄
ゆうぞう

三 玉野市歯科医師会
 みしま歯科クリニック
 〒706-0012 玉野市玉原2－6－8
  TEL 0863－31－5851　　FAX 0863－31－5851
  生年月日　　昭和57年12月11日（41歳）

  出身大学　　奥羽大学歯学部

経歴・職歴 2008年３月　奥羽大学歯学部　卒業
	 2009年３月　奥羽大学附属病院臨床研修　修了
	 　　　４月　栃木県小山市覚本歯科　勤務
	 2015年９月　みしま歯科クリニック　勤務
	 現在に至る
入 会 日	 令和６年７月１日

　趣　　味 仕事
　抱　　負	 祖父の代から続く歯科医院を父から引き継ぎ，もうすぐ10年目となります。これからは正会

員として，地域医療に貢献できるよう精進していきたいと思います。よろしくお願いいたし
ます。

  小
こ

出
いで

　尚
なお

子
こ

 岡山市歯科医師会
 Sora Dental Clinic
 〒703-8238 岡山市中区住吉町2－74－1
  TEL 086－272－7772　　FAX 086－272－7772
  生年月日　　昭和55年10月２日（43歳）

  出身大学　　岡山大学歯学部

経歴・職歴 2005年３月　岡山大学歯学部　卒業
	 2009年３月　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　博士課程修了
	 　　　４月　岡山大学病院　歯周科　勤務
	 　　　11月　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　勤務
	 2013年４月　社会医療法人　光生病院　勤務
	 2024年７月　Sora	Dental	Clinic　開院
	 現在に至る
入 会 日	 令和６年７月１日

　趣　　味 音楽鑑賞
　抱　　負	 地域の皆さまの健口維持に貢献できるよう精進して参りたいと思います。ご指導・ご鞭撻

のほど，よろしくお願い申し上げます。
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７月末日現在　正会員数1,041名

◎新入会員（詳細は新入会員の紹介で）
片岡　陽平　正会員　岡山市　Ｐ10
成石　浩司　正会員　都　窪　Ｐ40
三島　雄三　正会員　玉野市　Ｐ43

◎特別会員の入会（Ｐ62）
　　まびデンタルクリニック&
　　〒710-1313
　　倉敷市真備町川辺2000−7
　　TEL	086−698−1122　FAX	086−698−1123

◎準会員（Ｐ59）⇒正会員
　（詳細は新入会員の紹介で）
小出　尚子　正会員　岡山市　Ｐ12

◎死亡
岡本　賢治　正会員　井原市　Ｐ53

（Ｐ＝会員名簿のページ）

故			岡本　賢治　先生

　享年87才（令和６年８月13日　ご逝去）

　井原市高屋町882

謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈り申し上げます。
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１日	 令和６年度中国・四国ブロック	エイズ治療

拠点病院等連絡協議会事前打合わせ

（Web）

	 広報部編集委員会（集稿）

２日	 岡山県要保護児童対策地域協議会

	 警察歯科医会小委員会

	 学院　臨時教務会議

４日	 社労士と面会

	 理事会

	 改定後	地区講習会（津山）

５日	 岡山県医療審議会（医療法人部会）

６日	 審査・検討小委員会

	 社会保険部検討委員会

８日	 令和６年度第１回岡山県医療対策協議会新

たな財政支援制度検討部会

	 女性活動支援部会

	 BCP打合せ

	 社会保険部小委員会

９日	 学術部正・副委員長会

	 改定後	地区講習会（都窪，吉備，新見）

10日	 都道府県歯科医師会学術担当理事連絡協議

会

	 改定後	地区講習会（瀬戸内市，御津）

	 「本会と連盟のあり方検討会（仮称）」打合

会

11日	 改定後	地区講習会（赤磐）

	 理事会

	 広報部編集委員会（初校）

12日	 令和６年度中国・四国ブロック	エイズ治療

拠点病院等連絡協議会

	 岡大	仲野教授と懇談会

13日	 第65回日本歯科医療管理学会総会・学術大

会（～ 14日　於札幌）

16日	 岡山県国民健康保険団体連合会理事会

	 支払基金	審査運営協議会

	 社会保険部研修会

７月　会の動き

１．本　会

　　⑴ 診療報酬収入割負担金

　　　（社保，国保６月診療の窓口分を含む総診療費の　　 を控除）

２．全国歯科医師国保組合

　　⑴ 収入割，均等割保険料調定額

　　⑵ 収入割保険料（令和５年支払いの窓口分を含む総診療費の　　×　　）

３．日本歯科医師会

　　⑴ 年金保険料（10月分）

　　⑵ 福祉共済保険料（10月分）

2.8
1000

6.5
1000

1
12

９月の収納金
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17日	 令和６年能登半島地震JDATに係る意見交

換会（Web）

	 改定後	地区講習会（和気，玉野市，笠岡・

小田）

	 広報部編集委員会（二校）

	 学院　修学旅行（京都・大阪方面）（～ 18日）

	 国保組合　全国歯科医師国民健康保険組合	

第３回常務会（Web）

18日	 令和６年度第１回競技間交流事前打合せ

	 理事会

19日	 中国地方障害者臨床研修会役員会（Web）

	 改定後	地区講習会（玉島）

20日	 大阪歯科大学歯学部同窓会岡山県同窓会	社

保講習会

	 NPO救命おかやま2024講演会・報告会およ

び懇親会

	 改定後	地区講習会（浅口）

21日	 日本障害者歯科学会認定医・認定歯科衛生

士研修会及び	第14回中国地方障害者歯科

臨床研究会（山口）

22日	 令和６年度岡山県介護保険関連団体協議会

総会

	 改定後	地区講習会（倉敷）

23日	 改定後	地区講習会（真庭）

24日	 日歯学	第２回生涯研修制度運営委員会

	 医療管理部	正・副委員長会

25日	 健康おかやま21推進会議

	 令和６年度	第１回岡山県訪問看護推進協議

会

	 岡山県疾病感染症対策課と面会

	 改定後	地区講習会（井原）

	 理事会

	 本会・連盟合同	地区連絡協議会

26日	 中国地方社会保険医療協議会岡山部会

	 広報部編集委員会（終校）

27日	 令和６年度スポーツデンティスト養成講習

会「スポーツ歯科医学Ⅰ」（～ 28日）

	 第５回ＤＨスキルアップセミナー事前打合

会

	 学院　第２回一日体験入学

28日	 第５回ＤＨスキルアップセミナー

	 令和６年度兵庫県警察歯科医会研修会

	 国保組合　第95回通常組合会

29日	 岡山県国民健康保険団体連合会より次期理

事予定者による会議

	 第56回	岡山県がん診療連携協議会

	 女性活動支援部会

	 学術部正・副委員長会（Web）

	 改定後	地区講習会（児島）

30日	 医療機関経営者向けサイバーセキュリティ

対策セミナー（Web）

	 広報部編集委員会（臨時）

	 改定後	地区講習会（岡山市①）

31日	 改定後	地区講習会（高梁，岡山市②）

９月・10月　本会の予定

９月１日　日歯学「学校歯科医生涯研修制度	令

和６年度専門研修」

　　　　　ODAシミュレーションコース

　　２日　広報部編集委員会（集稿）

　　　　　スポーツ歯科サポート委員会

　　３日　「本会と連盟のあり方」検討委員会

　　４日　国保組合　全国歯科医師国民健康保険

組合岡山県支部運営委員会

　　５日　理事会

　　７日　岡山県医師会「能登半島地震JMATお

かやま医療救急活動報告会（「救急

の日」講演会）
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　　　　　審査・検討小委員会

　　　　　社会保険部検討委員会

　　　　　令和６年度岡山県糖尿病医療連携医科

歯科合同研修会

　　　　　学院　入試説明会

　　８日　甲野峰基	先生	旭日双光章受章記念祝

賀会

　　10日　学院　９月教務会議，入試委員会

　　　　　国保組合　全国歯科医師国民健康保険

組合連合会	第３回調査委員会

　	11日　広報部編集委員会（初校）

　　12日　理事会

　　13日　学院　臨床実習医院講師連絡協議会

　　17日　支払基金	審査運営協議会

　　18日　第39回中規模県歯科医師会連合会

　　　　　医療管理部	正・副委員長会

　　　　　学院　第44回戴帽式

　　19日　理事会

　　　　　広報部編集委員会（二校）

　　20日　学院　９月職員会議

　　21日　岡山救急医療研究会2024年度幹事会

　　　　　岡山救急医療研究会第25回学術集会

　　　　　30・40歳代限定企画「県歯役員との懇

談会」

　　25日　中国地方社会保険医療協議会岡山部会

　　　　　広報部編集委員会（終校）

　　26日　本会学院連絡協議会

　　　　　理事会

　　　　　倉敷歯科医師会「救急蘇生講習会」

　　27日　令和６年度社会保険指導者研修会

　　28日　第10回	県内同窓会・校友会連絡協議

会

　　29日　スペシャルオリンピックス歯科検診

　　30日　岡山健康づくりアワード2024

　　　　　女性活動支援部会

10月２日　広報部編集委員会（集稿）

　　３日　理事会

　　５日　令和６年度	中国・四国地区歯科医師

会連合会役員連絡協議会

　　10日　理事会

　　　　　広報部編集委員会（初校）

　　17日　理事会

　　　　　広報部編集委員会（二校）

　　24日　理事会

　　25日　広報部編集委員会（終校）

　　31日　理事会

９月１日　吉　備　グルメ同好会例会（大阪）

　　　　　勝　英　美作地区ブランチプロジェクト

　　５日　岡山市　四役会

　　　　　津　山　定例会

　　　　　倉　敷　障がい者歯科コンサルテーシ

ョン

　　６日　児　島　理事会

　　　　　玉　島　理事会

　　10日　笠岡・小田　電磁理事会

　　11日　玉野市　理事会

　　　　　瀬戸内市　例会（ポスター選考）

　　　　　吉　備　定時理事会

　　13日　岡山市　理事会

　　　　　倉　敷　倉敷市内歯科医師会協議会

　　14日　岡山市　ファジアーノ岡山団体観戦

　　22日　岡山市　技工学院AO入試

９月・10月　地区歯科医師会の予定
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　　「メンターの存在」

皓明　　　先日勉強会で発表をした時に，思いの外反応がよかったのが「メンター（師匠）が

必要」という部分でした。皆さまにもメンターがおられますでしょうか。僕には何人かのメン

ターがいます。臨床では秋山勝彦先生，スタッフ教育は澤泉仲美子さん（オフィスウエーブ）

の影響を強く受けています。特に澤泉さんは医院承継問題やスタッフとの関係で悩んだ時にと

てもお世話になりました。自分一人だとできなかった決断に，強く背中を押してもらい，危機

を乗り越えることができました。メンターのいない人生が失敗だとは思いませんが，自分がや

りたいこと，成し遂げたいことを行う上で，確実に支えになっています。発表で良い反応が得

られたのも，メンターのおかげだと改めて感謝しています。

緑
川

　　25日　津　山　理事会

　　26日　倉　敷　救急蘇生講習会

　　27日　岡山市　理事会

　　　　　倉　敷　定例理事会

　　　　　都　窪　理事会

　　29日　岡山市　技工学院岡技祭

　　　　　赤　磐　赤磐医師会病院において「生

活習慣病検診」

10月１日　真　庭　第２回理事会

　　３日　岡　山　四役会

　　　　　津　山　定例会

　　　　　倉　敷　第２回お口の健康アップ	ス

キルアップセミナー

　　４日　児　島　理事会

　　６日　赤　磐　親睦旅行

　　９日　玉野市　理事会

　　10日　笠岡・小田　電磁理事会

　　11日　岡山市　理事会

　　　　　玉　島　理事会

　　13日　岡山市　技工学院第一次入試

　　　　　吉　備　吉備路お口の健康まつり

　　18日　都　窪　理事会

　　20日　倉　敷　倉歯親睦運動会

　　　　　玉野市　ブランチプロジェクト

　　22日　津　山　理事会

　　24日　勝　英　定例会

　　25日　岡山市　理事会

　　　　　倉　敷　定例理事会

　　　　　都　窪　定例会

　　31日　岡山市　四役会







生命保険損害保険

地震・火災保険※

自動車保険※

ゴルファー保険

海外旅行保険

傷害保険

賠償責任保険

団体所得補償保険 医療保険

がん保険

収入保障保険

個人年金保険

介護保険積立保険

など など※集団扱制度あり

〒700-8660 岡山県岡山市北区幸町8-22
三井住友海上岡山ビル5階
［TEL］086-221-2576
［FAX］086-221-2580
［URL］https://shop.smktg.jp/public/seminar/view/164

岡山駅 ビックカメラ

岡山シティ
ミュージアム
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市
役
所
筋

イオン

ホテルグランビア

下石井公園

西
川

大供交差点

岡山市役所

柳町1丁目交差点

セブンイレブン

三井住友海上
エイジェンシー・サービス株式会社

岡山支店

三井住友海上岡山ビル5階

三井住友海上
エイジェンシー・サービス株式会社
岡山支店

三井住友海上
エイジェンシー・サービス株式会社

岡山支店

相談したい相手がここにいる。

MS＆ADインシュアランスグループの一員として、「お客さまの安心と満足」を活動の原点におき、
プロフェッショナルの誇りと責任をもって地域に貢献します。
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